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新
潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会
　
副
会
長

渡
　
辺
　
吉
　
和

私
が
当
会
の
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ

て
か
ら
四
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。特

別
支
援
教
育
に
つ
い
て
殆
ど
知
ら

な
か
っ
た
私
は
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と

し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ

た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
は
今
や
、
学
級
担
任

な
ら
ば
学
習
指
導
や
生
活
指
導
と
並
ん

で
適
切
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
要
事
項
と
な
っ
て
き
ま
し
た
し
、
管

理
職
に
と
っ
て
も
し
か
り
で
す
。

私
は
今
か
ら
十
数
年
前
、
小
学
校
の

教
頭
時
代
に
出
張
授
業
で
情
緒
障
害
学

級
の
書
写
を
二
年
間
担
当
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
学
級
の
あ
る
子
ど
も
が
、
風
邪

を
引
い
て
欠
席
し
た
同
学
級
の
友
達
宛

に
書
い
た
手
紙
を
、
担
任
が
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

○
○
君
お
手
紙
で
す

風
が
ふ
い
て
い
る
日

学
校
へ
き
た
け
ど

○
○
君
は
い
ま
せ
ん
で
し
た

学
校
へ
行
か
な
い
で

お
う
ち
に
い
ま
し
ょ
う

と
い
う
意
味
の
も
の
な
の
で
す
が
、

教
わ
っ
た
ば
か
り
の
漢
字
が
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
習
い
た
て
の
言
葉
も
使
っ

て
、
多
少
の
ね
じ
れ
や
脱
字
が
あ
り
な

が
ら
も
、
表
現
の
つ
た
な
い
も
の
で
は

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
心
情
が
伝
わ

っ
て
く
る
も
の
で
し
た
。

私
は
、
こ
の
手
紙
文
は
詩
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。
自
閉
症
で
あ
る
と

言
わ
れ
た
子
ど
も
な
の
で
す
が
、
欠
席

し
た
友
達
の
こ
と
を
気
遣
っ
て
い
る
の

で
す
。さ

て
、
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
　
「
風

林
火
山
」
が
終
了
し
ま
し
た
が
、
2
0

0
9
年
は
、
戦
国
の
武
将
上
杉
景
勝
に

仕
え
た
名
家
老
直
江
兼
続
を
ド
ラ
マ
に

し
た
「
天
地
人
」
が
始
ま
る
そ
う
で
す
。

「
愛
」
　
の
前
立
て
で
有
名
な
直
江
兼
続
。

そ
の
「
愛
」
　
の
意
味
は
、
部
下
や
領
民

を
慈
し
む
仁
愛
の
心
な
の
だ
そ
う
で
す
。

私
は
こ
の
本
を
読
ん
だ
あ
と
、
ふ
と

十
数
年
前
の
こ
の
手
紙
の
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
直
江
兼
続
の
　
「
愛
」
と

あ
の
と
き
の
担
任
の
子
ど
も
に
接
す
る

態
度
を
結
び
つ
け
て
捉
え
た
か
ら
で
す
。

子
ど
も
に
接
す
る
担
任
の
限
り
な
い

労
り
や
慈
し
み
の
心
が
子
ど
も
に
伝
わ

り
、
子
ど
も
に
も
友
達
を
気
遣
う
心
が

育
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
担
任
の
労
り
や
慈
し
み
の
心
は
、

私
た
ち
の
よ
う
に
子
ど
も
に
接
し
て
い

る
も
の
の
心
で
あ
り
、
教
師
の
本
質
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

あ
の
と
き
の
担
任
に
教
え
ら
れ
た
感

が
あ
り
ま
す
。

教
職
の
終
わ
り
に
あ
た
り
、
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
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五

　

月
第
一
回
理
事
評
議
員
会

六

　

月
各
研
究
部
研
修
予
定
集
約

七

　

月
会
報
九
十
七
号
発
刊

八
　
月

関
プ
ロ
群
馬
大
会
　
（
五
日
）

上
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

上
越
市
南
部
大
会
（
予
定
）

十

　

月
全
特
連
全
国
大
会
京
都
大
会

（
二
十
九
～
三
十
一
日
）

十
一
月

中
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

長
岡
大
会
（
予
定
）

下
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

新
発
田
・
北
蒲
・
胎
内
大
会（

予
定
）

二

　

月
第
二
回
理
事
会

三

　

月
会
報
九
十
八
号
発
刊

各
研
究
部
の
研
修
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
研
修
計
画
に
沿
っ
て
実
施
し

ま
す
。
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大
会
主
題
に
「
一
人
一
人
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
の
充
実
」
を
掲

げ
、
平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
、

糸
魚
川
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
ビ
ー

チ
ホ
ー
ル
ま
が
た
ま
」
を
会
場
に
、
上

越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会
糸
魚

川
大
会
兼
新
潟
県
就
学
啓
発
推
進
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
悪
天
候
の
中
、

最
初
に
、
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や

地
域
の
方
々
を
含
め
約
二
百
名
の
参
加

者
が
あ
り
、
六
つ
の
分
科
会
で
は
、
分

科
会
の
協
議
題
に
沿
っ
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
全
体
会
が
行
わ
れ
、
開
会
式

で
は
、
来
賓
の
県
教
育
庁
上
越
教
育
事

務
所
長
大
倉
政
洋
様
、
糸
魚
川
市
教
育

委
員
会
教
育
長
小
松
敏
彦
様
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
実
践
発
表
が
行
わ
れ
、
糸
魚

川
小
学
校
と
高
田
養
護
学
校
ひ
す
い
の

里
分
校
と
の
交
流
活
動
の
様
子
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
二
人
の
教
諭
の
手
慣
れ

た
説
明
と
映
像
や
子
ど
も
の
声
に
引
き

付
け
ら
れ
、
興
味
深
く
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
日
の
午

前
中
に
、
ひ
す
い
の
里
分
校
の
施
設
見

学
会
が
行
わ
れ
、
授
業
の
様
子
や
施
設

を
自
由
に
参
観
で
き
、
好
評
で
し
た
。

例
え
ば

第
五
分
科
会
で
は
、
今
年

1
　
学
校
・
学
級
経
営
部
会

2
　
小
・
中
学
校
知
的
降
が
い
児

教
育
部
会

3
　
小
・
中
学
校
情
緒
降
が
い
教

育
部
会

4
　
言
語
・
難
聴
教
育
部
会

5
　
発
達
障
が
い
教
育
部
会

6
　
保
護
者
・
行
政
と
生
涯
福
祉

部
会

度
、
糸
魚
川
市
に
初
め
て
設
置
さ
れ
た

L
D
・
A
D
H
D
通
級
指
導
教
室
　
（
ま

は
ろ
ば
教
室
）
　
の
実
践
が
紹
介
さ
れ
、

糸
魚
川
小
学
校
で
は
、
別
室
の
ミ
ラ
ー

を
通
し
て
保
護
者
が
学
習
の
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
教
室
の
新
し

い
機
能
な
ど
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
も
切
実
な
質

問
・
意
見
が
出
さ
れ
、
真
剣
な
話
合
い

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
指
導

者
か
ら
、
特
別
支
援
教
育
の
三
つ
の
要

素
「
理
解
・
連
携
・
共
同
」
と
関
連
付

け
て
、
柔
軟
な
教
育
が
必
要
で
あ
る
と

い
っ
た
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
指

導
主
事
中
島
秀
晴
様
か
ら
「
新
潟
県
の

特
別
支
援
教
育
の
現
状
と
課
題
」
と
題

し
て
、
全
体
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
別
支
援
教
育
の
現
状
、
就
学

指
導
・
相
談
の
現
状
、
発
達
障
が
い
児

等
へ
の
対
応
、
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な

児
童
生
徒
へ
の
対
応
、
特
別
支
援
学
校

等
の
適
切
な
配
置
等
、
学
ぶ
べ
き
こ
と

の
多
い
内
容
で
し
た
。

特
に
、
「
人
間
の
発
達
は
連
続
体
（
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
）
　
で
あ
り
、
支
援
の
質
や

方
法
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
」
や
「
相

手
の
中
に
い
る
自
分
、
自
分
の
中
に
い

る
相
手
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
だ
」
と

い
う
締
め
の
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。最

後
の
閉
会
式
で
は
、
例
年
各
地
区

別
に
行
わ
れ
て
い
た
研
究
大
会
が
、
本

年
度
は
上
越
地
区
の
み
で
開
か
れ
た
こ

と
が
紹
介
さ
れ
、
昨
年
か
ら
こ
の
大
会

の
準
備
に
尽
力
し
て
き
た
関
係
者
は
、

努
力
し
て
き
た
か
い
が
あ
っ
た
と
感
じ

た
次
第
で
す
。
ま
た
、
今
大
会
の
成
果

を
、
今
後
の
実
践
に
生
か
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
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全
特
連
全
国
大
会
佐
賀
大
会

【
大
会
主
題
】

地
域
で
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
今
、

そ
し
て
未
来
－
特
別
支
援
教
育
の
課

題
と
新
た
な
る
展
開
－

【
期
　
日
】

平
成
十
九
年
十
月
二
十
四
日

～
二
十
六
日

【
会
　
場
】

佐
賀
県
佐
賀
市
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
、
佐
賀
市
内
各
学
校
等

【
全
体
会
】

○
表
彰
式

全
特
連
功
労
賞

＊
本
県
か
ら
は
松
原
誠
前
会
長

○
研
究
報
告

◆
開
催
地
研
究
報
告

「
佐
賀
県
立
大
和
養
護
学
校
に
お
け

る
特
別
支
援
学
校
の
セ
ン
タ
ー
的
機

能
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
」

報
告
者
　
佐
賀
県
立
大
和
養
護
学
校

教
諭
　
園
田
泰
洋

◆
全
特
連
研
究
奨
励
賞
受
賞
報
告

「
全
校
で
取
り
組
む
　
『
話
す
・
聞
く
』

『
読
む
』
　
『
書
く
』
　
の
指
導
」

報
告
者
　
前
愛
知
県
立
春
日
井
高
等

養
護
学
校教

諭
　
大
竹
智
代

「
盛
岡
名
物

じ
ゃ
じ
ゃ
麺
屋
を
開
こ
う
」

報
告
者
　
岩
手
県
盛
岡
市
立
仁
王
小

学
校

教
諭
　
五
安
城
正
敏

○
生
徒
発
表

（
和
太
鼓
と

ダ
ン
ス
発
表
）

「
響
け
！

佐
賀
の
風
」

（
中
原
養
護
学
校
、
大
和
養
護
学

○
行
政
説
明

「
教
育
行
政
の
同
行
」

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

特
別
支
援
教
育
課
課
長
　
永
山
裕
二

〇
基
調
報
告

「
地
域
で
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
今
、

そ
し
て
未
来
．
特
別
支
援
教
育
の
課

題
と
新
た
な
る
展
開
」

全
日
本
特
別
支
援
教
育
連
盟

理
事
長
　
小
出
　
進

○
記
念
講
演

「
障
害
の
あ
る
人
を
支
え
る
基
本
軸

（
共
生
活
感
）
　
の
構
築
を
」

佐
賀
大
学
医
学
部

教
授
　
斉
場
三
十
四
　
氏

【
分
科
会
】
　
早
期
教
育
・
難
聴
言
語
障

害
へ
の
支
援
な
ど
十
八
の

分
科
会

【
研
究
大
会
の
概
要
】

全
日
本
特
別
支
援
教
育
連
盟
全
国
大

会
佐
賀
大
会
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も

の
教
育
は
、
「
地
域
で
支
え
る
」
　
こ
と

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
地
域
と

は
何
か
、
地
域
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

問
い
直
し
、
地
域
と
教
育
の
望
ま
し
い

関
係
を
目
指
し
て
、
全
国
か
ら
様
々
な

実
践
が
持
ち
寄
ら
れ
た
。
そ
の
実
践
を

通
し
て
、
活
発
な
協
議
が
行
わ
れ
た
。

大
会
当
日
は
穏
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵

ま
れ
、
八
百
名
を
超
え
る
参
加
者
を
得

て
、
主
題
に
沿
っ
た
活
発
な
意
見
交
換

が
お
こ
な
わ
れ
た
。

全
体
会
の
研
究
奨
励
賞
受
賞
報
告
で

は
、
地
域
の
名
物
を
題
材
に
し
た
生
活

単
元
学
習
の
実
践
が
、
活
動
の
展
開
や

学
習
計
画
を
中
心
に
発
表
さ
れ
た
。

行
政
説
明
で
は
、
文
科
省
か
ら
「
特

別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
制
度

改
正
」
「
こ
れ
か
ら
の
特
別
支
援
学
校

の
在
り
方
」
「
小
・
中
学
校
に
お
け
る

特
別
支
援
教
育
」
　
の
三
点
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
特
に
「
学
ぶ
場
は
ど
こ

で
あ
っ
て
も
、
ニ
ー
ズ
の
あ
る
子
ど
も

を
支
援
す
る
た
め
に
、
特
別
支
援
教
育

は
全
て
の
教
員
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ

る
」
　
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。

全
特
連
関
プ
ロ
大
会
東
京
大
会

【
大
会
主
題
】

「
一
人
一
人
が
豊
か
に
生
き
る
特
別

支
援
教
育
の
推
進
」

【
期
　
日
】

平
成
十
九
年
八
月
九
日

【
会
　
場
】

中
野
ゼ
ロ
ホ
ー
ル
　
（
全
体
会
）

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
　
（
分
科
会
）

中
野
区
立
第
二
中
学
校
（
分
科
会
）

【
記
念
講
演
】

「
特
別
支
援
教
育
の
本
格
実
施
に
向

け
て
」

講
師
　
東
洋
大
学教

授
　
宮
崎
英
憲
氏

【
研
究
大
会
の
概
要
】

全
特
連
関
プ
ロ
大
会
東
京
大
会
は
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
専
門
性
を
共
有

し
、
さ
ら
に
高
め
る
と
共
に
、
こ
れ
か

ら
の
特
別
支
援
教
育
の
さ
ら
な
る
推
進

を
目
指
し
て
協
議
が
深
め
ら
れ
た
。

記
念
講
演
で
は
　
宮
崎
英
憲
氏
　
（
東

洋
大
学
教
授
）
　
か
ら
、
特
別
支
援
教
育

を
推
進
す
る
た
め
に
、
個
別
の
教
育
支

援
計
画
の
目
的
や
ポ
イ
ン
ト
、
特
別
支

援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
」
タ
ー
の
役
割
に

つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
あ
っ
た
。

第
3
分
科
会
「
発
達
障
害
」
　
で
は
、
助

言
者
の
石
橋
悦
子
氏
（
東
京
都
発
達
障

害
支
援
セ
ン
タ
ー
）
　
か
ら
、
発
達
障
害

は
知
的
な
遅
れ
は
な
く
て
も
就
労
の
場

面
で
蹟
く
場
合
が
多
い
。
特
に
A
D
H

D
や
ア
ス
ベ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
高
機
能

自
閉
症
な
ど
は
　
「
遅
れ
」
と
言
う
よ
り

も
「
異
質
さ
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
」
　
に

そ
の
問
題
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
人
の
実
生
活
に
合
わ
せ

た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
大
切
で
あ
る
。

就
労
に
つ
い
て
、
本
人
の
　
「
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
だ
け
で
な
く
。
本
人
の
周
囲
（
職

場
や
環
境
）
　
を
変
え
て
い
く
こ
と
も
必

要
に
な
る
。
」
と
の
助
言
を
学
校
現
場

と
は
少
し
離
れ
た
視
点
か
ら
い
た
だ
い

た
。
参
加
者
一
同
、
一
層
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
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◇
知
的
障
害
部

○
研
究
主
題

「
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
め
ざ
し
て
」

○
研
修
会
名

知
的
障
害
都
全
体
研
究
大
会

○
研
修
会
の
期
日
及
び
会
場

・
期
日
　
平
成
一
九
年
八
月
十
日

・
会
場
　
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

○
参
加
人
数
　
百
三
十
二
名

○
講
演
者
　
新
潟
い
な
ほ
の
会

代
表
　
沼
田
夏
子
様

○
会
の
概
略
と
成
果

【
講
演
内
容
】

①
軽
度
発
達
障
害
へ
の
支
援

身
辺
自
立
や
社
会
性
の

習
指
導
な
ど
の
観
点
に
つ

庭
と
学
校
で
の
適
切
な
支
緩い青に

て成つ
、、い

家学て

の
あ
り

方
と
は
何
か
。
子
ど
も
が
自
立
に
向

け
て
必
要
な
自
己
選
択
・
自
己
決
定

ス
キ
ル
を
年
齢
相
応
に
身
に
付
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

②
保
護
者
と
学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て

親
の
会
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
保
護

者
へ
の
支
援
と
学
校
へ
の
願
い
に
つ

い
て
、
お
互
い
が
「
支
援
を
し
て
こ

う
や
っ
た
ら
よ
く
な
っ
た
」
と
い
っ

た
好
ま
し
い
か
か
わ
り
方
を
共
通
認

識
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

③
新
潟
い
な
ほ
の
会
に
つ
い
て

会
の
趣
旨
や
会
員
数
、
子
ど
も
の

構
成
や
保
護
者
の
悩
み
に
つ
い
て
簡

単
な
概
略
を
受
け
た
。

【
成
果
】将

来
を
見
据
え
た
子
ど
も
の
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

学
校
は
子
ど
も
に
と
っ
て
社
会
自

立
に
向
け
て
の
第
一
歩
で
あ
り
、
学

校
生
活
で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と
、
ま
た
、
学
校
と
家
庭
が

対
等
の
立
場
で
話
し
合
え
る
連
携
作

り
が
で
き
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
よ
さ
が
健

や
か
な
成
長
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
、
た
い
へ
ん
有
意

義
な
研
究
大
会
で
あ
っ
た
。

◇
情
緒
障
害
部

○
研
究
主
題

「
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の

理
解
と
支
援
の
あ
り
か
た
」

○
総
会
及
び
研
修
会

・
期
　
日

平
成
十
九
年
八
月
二
十
四
日
（
金
）

・
会
　
場

長
岡
市
立
中
之
島
文
化
セ
ン
タ
ー

・
参
加
人
数
　
三
百
名

・
内
容
・
時
間

総
　
会
　
午
後
一
時
三
十
分

～
二
時
十
五
分

講
演
会
　
午
後
二
時
三
十
分

～
四
時
三
十
分

・
講
演
会
の
概
要

講
　
師

宮
川
医
療
少
年
院
　
（
三
重
県
）

院
長
　
小
栗
　
正
幸
　
様

演
　
題「

気
に
な
る
子
ど
も
へ
の
社
会
性

指
導
の
実
際
」

◇
豊
富
な
事
例
に
基
づ
い
て
、
具
体
的

に
「
個
別
的
教
育
計
画
（
I
E
P
）
」

の
作
り
方
や
対
応
策
・
指
導
の
方
策

を
お
話
い
た
だ
い
た
。
分
か
り
や
す

く
、
実
践
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
。

お
話
で
あ
り
、
参
加
者
は
元
気
と
勇

気
を
与
え
て
い
た
だ
い
た

※
今
年
度
の
研
修
会
は
、
新
潟
県
就
学

啓
発
推
進
会
議
（
中
越
地
区
）
と
兼

ね
て
実
施
し
た
。
情
緒
障
害
部
員
に

限
ら
ず
、
各
学
校
の
職
員
、
関
係
機

関
職
員
、
育
成
会
な
ど
関
係
団
体
に

所
属
す
る
保
護
者
な
ど
、
多
く
の
方

か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
学
び
合

う
こ
と
が
で
き
た
。

○
幹
事
会

長
岡
市
立
千
手
小
学
校
を
会
場
に

二
回
実
施
し
た
。

・
第
一
回
　
六
月
二
十
二
日
（
金
）

十
一
名
が
出
席
し
、
役
員
を
選
出
し

て
、
事
業
計
画
や
予
算
を
審
議
し
た
。

・
第
二
回
　
十
二
月
六
日
（
木
）

十
一
名
が
出
席
し
、
事
業
反
省
、
決

算
、
次
年
度
の
方
向
等
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

◇
言
語
・
難
聴
部

○
総
会
及
び
研
修
会

・
期
日
　
平
成
十
九
年
七
月
三
十
一
日

・
会
　
場
　
上
越
市レ

イ
ン
ボ
ー
セ
ン
タ
ー

・
参
加
人
数
　
六
十
二
八

・
議
　
事

①
平
成
十
八
年
度
事
業
・
会
計
報
告

②
平
成
十
九
年
度
事
業
・
予
算
審
議

③
役
員
選
出
及
び
承
認

④
幹
事
会
報
告

・
講
演
会
Ⅰ

（
講
師
）
　
金
沢
大
学
教
育
学
部

准
教
授
　
小
林
　
宏
明
　
様

（
演
題
）

「
吃
音
症
状
を
も
つ
子
の

指
導
と
支
援
」

・
講
演
会
Ⅱ

（
講
師
）上

越
教
育
大
学
心
理
臨
床
講
座

教
授
　
　
加
藤
　
暫
文
　
様

（
演
題
）

「
選
択
性
鍼
黙
児
の
指
導
と
連
携
」

○
幹
事
会

・
期
日
　
平
成
二
十
年
二
月
二
十
七
日

・
会
場
　
新
潟
市
立
鏡
淵
小
学
校

・
参
加
人
数
　
十
八

・
議
　
事

①
平
成
十
九
年
度
事
業
・
会
計
報
告

②
平
成
二
十
年
度
事
業
・
予
算
審
議

◇
病
弱
肢
体
不
自
由
部

○
実
践
発
表

・
執
筆
者

肢
体
不
自
由
学
級
担
任
者
と
病
虚
弱

学
級
担
任
者

・
内
　
容生

活
単
元
学
習
の
実
際
、
教
科
指

導
や
自
立
活
動
の
指
導
の
工
夫
、
日

常
生
活
の
指
導
の
ア
イ
デ
ィ
ア
。
手

作
り
教
材
の
紹
介
。
役
に
立
っ
た
資

料
教
材
の
紹
介
。
年
間
指
導
計
画
の

形
式
、
交
流
教
育
計
画
等
。
日
々
の

実
践
を
振
り
返
っ
て
な
ど
、
冊
子
に

ま
と
め
て
担
任
者
間
で
情
報
を
提
供

し
あ
う
。


